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当館所蔵　松本コレクションにみる三代井上良斎の特徴

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

三
代
井
上
良
斎　

近
現
代
陶
磁
器　

神
奈
川
焼

【
要
旨
】

　

井
上
良
斎
は
三
代
続
い
た
陶
工
で
、
初
代
、
二
代
は
東
京
浅
草
に
て
輸
出
陶
磁

器
制
作
で
活
躍
し
、
三
代
は
横
浜
へ
出
て
「
神
奈
川
焼
」
と
称
す
る
陶
磁
器
を
制

作
し
た
。
三
代
井
上
良
斎
の
作
品
に
つ
い
て
、
当
館
所
蔵
の
松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
器
種
、
文
様
、
釉
薬
、
器
形
の
四
点
に
つ
い
て
整
理
し
そ
の
特
徴
を
検
討
す

る
。

は
じ
め
に

　

三
代
井
上
良
斎
（
一
八
八
八
－
一
九
七
一
）（
本
名
・
井
上
良
太
郎
、
以
下
、
三
代

良
斎
）
は
浅
草
で
輸
出
陶
磁
器
制
作
を
行
っ
て
い
た
陶
工
の
三
代
目
で
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
に
横
浜
に
窯
を
移
し
神
奈
川
焼
と
称
す
る
陶
磁
器
を
制
作
し
た
。
戦
後

は
工
房
制
作
か
ら
個
人
制
作
の
活
動
を
強
め
、
日
展
を
中
心
に
活
躍
し
、
晩
年
に
は

日
本
芸
術
院
会
員
と
な
っ
た
。

　

松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、昭
和
二
四
年
か
ら
二
六
年
（
一
九
四
九
－
一
九
五
一
）
ま

で
神
奈
川
県
副
知
事
を
つ
と
め
た
松
本
烈
氏
の
旧
蔵
品
で
、
三
代
良
斎
の
花
瓶
や
飲

食
器
を
中
心
と
す
る
四
四
件
一
四
一
点
の
陶
磁
器
資
料
群
で
あ
る
。
当
館
で
は
平
成

二
年
（
一
九
九
〇
）
に
寄
贈
を
受
け
た
。

　

三
代
良
斎
の
作
品
は
、
当
館
以
外
に
も
神
奈
川
県
庁
や
横
浜
美
術
館
の
ほ
か
、
神

奈
川
県
外
の
複
数
の
美
術
館
に
数
点
ず
つ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
当
館
で
は
平
成
一
四

か
ら
一
五
年
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
「
井
上
良
斎
の
陶
芸
─
松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
─
」
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
作
品
展
示
や
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
後
、
三
代
良
斎
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
や
、
作
品
を
取
り
上
げ
た
論
は
少

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

横
浜
に
お
い
て
素
地
か
ら
陶
磁
器
制
作
を
行
っ
た
数
少
な
い
窯
元
で
あ
り
、
窯
主
・

作
家
の
両
方
で
活
躍
し
た
三
代
良
斎
は
、
横
浜
に
お
け
る
近
現
代
の
陶
芸
界
を
牽
引

し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
当
館
の
松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
三
代
良
斎
の
ま
と
ま
っ
た
作

品
群
で
あ
り
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
・
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
作
品
の
傾
向

の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　

井
上
良
斎
に
つ
い
て

　

ま
ず
、こ
こ
で
は
初
代
か
ら
三
代
ま
で
の
井
上
良
斎
の
略
歴
に
つ
い
て
紹
介
し
、三

小　

川　

咲　

良

【 

資
料
紹
介 

】

当
館
所
蔵

　
松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
三
代
井
上
良
斎
の
特
徴
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代
良
斎
の
神
奈
川
県
内
で
の
活
動
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

（
1
）
浅
草
で
の
初
代
、
二
代
の
輸
出
陶
磁
制
作

　

初
代
井
上
良
斎
（
一
八
二
八
－
一
八
九
九
）
は
尾
張
国
瀬
戸
（
現
・
愛
知
県
瀬
戸

市
）
に
生
ま
れ
、
瀬
戸
の
名
工
で
あ
る
川
本
治
兵
衛
（
不
詳
－
一
八
六
五
）
の
窯
に

従
事
し
て
作
陶
を
学
び
、
幕
末
の
頃
に
江
戸
へ
出
て
御
庭
焼
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、

浅
草
の
橋
場
町
で
開
窯
す
る
と
、
瀬
戸
で
産
出
す
る
土
を
用
い
て
、「
隅
田
焼
」
と
呼

ば
れ
る
輸
出
陶
磁
器
を
制
作
し
た
。
こ
れ
は
壺
や
花
瓶
の
表
面
に
、
人
物
や
動
植
物

を
象
っ
た
立
体
的
な
細
工
を
施
し
て
焼
成
し
た
、
高
浮
彫
装
飾
を
特
徴
と
す
る
陶
磁

器
で
あ
っ
た
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
花
紋

賞
牌
を
受
賞
し
、
当
時
の
東
京
で
活
躍
し
た
職
人
を
分
野
ご
と
に
記
録
し
た
『
東
京

名
工
鑑
』（
東
京
都
勧
業
課
編
、
明
治
一
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
明
治
期
の
東

京
で
の
陶
磁
器
生
産
に
お
け
る
主
要
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

二
代
井
上
良
斎
（
一
八
四
五
－
一

九
〇
五
）
は
川
本
治
兵
衛
の
長
男
で

初
代
良
斎
の
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
《
釉
下
彩

紫
陽
花
香
炉
》
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

釉
下
彩
の
優
品
を
制
作
し
、
同
じ
く

陶
磁
作
品
を
出
品
し
て
い
た
初
代
宮

川
香
山（
一
八
四
二
－
一
九
一
六
）や

竹
本
隼
太
（
一
八
四
八
－
一
八
九
二
）

ら
と
と
も
に
国
内
外
の
博
覧
会
で
活

躍
し
た
。
明
治
三
三
年
の
パ
リ
万
博

で
は
金
賞
牌
を
受
賞
し
渡
仏
、
万
博

会
場
や
セ
ー
ヴ
ル
製
陶
所
な
ど
を
視
察
し
学
ん
だ
が
、
帰
国
後
の
明
治
三
八
年
に
病

の
た
め
亡
く
な
っ
た
。

（
2
）
三
代
良
斎
の
工
房
と
個
人
制
作

　

三
代
良
斎
は
浅
草
で
二
代
良
斎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
二
代
の
没
後
、
浅
草

の
窯
を
継
ぐ
と
、
田
端
で
活
動
し
て
い
た
陶
芸
家
の
板
谷
波
山
（
一
八
七
二
－
一
九

六
三
）
に
師
事
し
た
。
大
正
三
年
に
は
輸
出
に
便
利
な
横
浜
へ
と
移
り
、
は
じ
め
は

高
島
町
（
現
・
横
浜
市
西
区
高
島
）
に
窯
を
築
い
た
が
、
関
東
大
震
災
に
て
被
災
し
、

そ
の
翌
年
永
田
（
現
・
横
浜
市
南
区
永
田
東
）
に
新
た
に
登
り
窯
を
築
い
た
。
こ
こ

は
登
り
窯
に
適
し
た
斜
面
と
大
岡
川
の
水
運
の
利
が
あ
り
、
川
を
少
し
下
っ
た
地
点

の
南
太
田
は
、
明
治
四
年
か
ら
宮
川
香
山
の
眞
葛󠄀
窯
が
よ
り
大
き
な
工
房（

（
（

を
構
え
て

い
た
土
地
で
あ
っ
た
。

　
【
図
1
】
は
永
田
の
工
房
で
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
写
真
で
あ
る
。
こ
の
陶
磁
器
制
作
の
作
業
風
景
に
は
、
中
央
の
三
代
良
斎
と
み

ら
れ
る
人
物
が
匣
鉢
に
焼
成
前
の
小
皿
を
詰
め
て
い
る
ほ
か
、
右
側
に
は
轆
轤
で
碗

を
作
る
、
壺
や
鳥
形
の
香
炉
の
よ
う
な
も
の
に
細
工
を
す
る
、
左
側
に
は
粘
土
紐
を

作
る
、
筆
で
絵
付
け
す
る
、
と
い
っ
た
九
名
の
作
業
の
様
子
が
写
っ
て
い
る
。
壁
面

と
天
井
付
近
の
棚
に
は
、
乾
燥
中
の
作
品
や
石
膏
型
、
見
本
品
と
み
ら
れ
る
陶
磁
器

が
大
量
に
並
ん
で
お
り
、
当
時
の
工
房
に
お
け
る
制
作
の
様
子
が
窺
え
る
。

　

工
房
で
窯
主
と
し
て
輸
出
や
国
内
向
け
の
陶
磁
器
制
作
を
行
う
一
方
、
三
代
良
斎

は
作
家
と
し
て
の
制
作
も
行
っ
た
。
板
谷
波
山
ら
を
中
心
と
し
て
、
昭
和
二
年
に
結

成
さ
れ
た
関
東
の
陶
芸
家
団
体
で
あ
る
東
陶
会
に
は
、
設
立
当
初
か
ら
参
加
し
、
同

三
年
に
は
第
九
回
帝
展
に
初
入
選
、
以
降
出
品
・
受
賞
を
重
ね
て
い
る
。
関
東
大
震

災
と
太
平
洋
戦
争
下
の
空
襲
を
経
て
、
横
浜
か
ら
の
陶
磁
器
輸
出
が
著
し
く
減
少
し

た
戦
後
に
は
、
作
家
と
し
て
の
活
動
を
よ
り
強
め
、
晩
年
に
か
け
て
個
人
の
作
風
を

洗
練
さ
せ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
八
年
に
は
日
展
審
査
員
と
な
り
、
同
三
三
年
に
日
本

図 1　永田の工房の様子
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芸
術
院
賞
を
受
賞
。
同
四
一
年
に
は
日
本
芸
術
院
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
日
展
理
事
に

就
任
し
、
東
陶
会
か
ら
分
か
れ
た
新
た
な
陶
芸
家
団
体
で
あ
る
陶
人
社
を
結
成
し
主

宰
し
た
。

（
3
）
神
奈
川
に
お
け
る
三
代
良
斎
の
活
動
と
足
跡

　

三
代
良
斎
は
近
現
代
の
陶
芸
界
で
の
活
躍
と
功
績
か
ら
、
昭
和
二
八
年
の
第
一
回

横
浜
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
同
四
二
年
に
は
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
の
副
会
長

（
理
事
）
に
就
任
し
、
同
四
三
年
に
は
神
奈
川
県
工
芸
会
の
会
長
に
就
任
し
た
。

　

同
二
六
年
に
は
、
横
須
賀
の
ア
メ
リ
カ
海
軍
司
令
官
マ
ク
マ
ネ
ス
氏
が
三
代
良
斎

の
永
田
の
窯
場
を
来
訪
し
た
こ
と
や
、
三
代
良
斎
が
基
地
内
に
出
向
い
て
作
陶
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
が
、
親
族
に
伝
わ
る
記
録
や
写
真（

（
（

か
ら
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
作
陶
を
通
じ
た
横
須
賀
米
海
軍
と
の
交
流
が
あ
っ
た

と
い
う
、
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

　

三
代
良
斎
は
亡
く
な
る
ま
で
の
半
世
紀
近
い
期
間
、
永
田
の
工
房
で
作
陶
を
続
け

た
。
こ
の
永
田
の
登
り
窯
お
よ
び
工
房
跡
は
、
現
在
で
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
横
浜
市
内
に
残
る
唯
一
の
登
り
窯
で
あ
り
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
九
月
に
は

横
浜
市
の
歴
史
的
建
造
物
に
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
輸
出
品
を
一
時
保
管
し
て
い
た

横
浜
倉
庫
弁
天
橋
出
張
所
跡
（
現
・
横
浜
市
中
区
本
町
）
か
ら
は
、
関
東
大
震
災
前

の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
「
良
斉
」
銘
の
隅
田
焼
土
瓶
陶
片
が
出
土
し
て
お
り（

（
（

、
こ
れ

ら
も
横
浜
に
お
け
る
輸
出
陶
磁
の
歴
史
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
代
良
斎
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
横
浜
お
よ
び
神
奈
川

県
内
の
陶
芸
、
工
芸
界
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

　

次
に
松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
器
種
、
文
様
、
釉
薬
、
器
形
の
四
項
目
に

分
け
て
そ
の
特
徴
を
考
え
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
訳
は
【
表
】
に
示
し
、
資
料
名

称
、
点
数
、
法
量
と
、
箱
書
き
そ
の
他
の
情
報
が
あ
れ
ば
備
考
欄
に
記
載
し
て
い
る
。

な
お
、
半
数
以
上
の
作
品
に
は
共
箱
が
残
っ
て
お
り
、
箱
書
き
か
ら
当
初
の
作
品
名

と
組
数
が
わ
か
る
も
の
が
多
い
。

（
1
）
器
種

　

は
じ
め
に
器
種
別
に
件
数
を
み
る
と
、
花
瓶
一
五
件
、
向
付
五
件
、
盃
（
盞
）
三

件
、
鉢
三
件
、
湯
呑
茶
碗
三
件
、
香
合
三
件
、
瓶
掛
二
件
、
小
皿
二
件
、
香
炉
二
件
、

高
坏
一
件
、
酒
器
一
式
一
件
、
徳
利
形
重
ね
皿
一
件
、
珍
味
入
一
件
、
飾
皿
一
件
、
む

し
茶
碗
一
件
の
計
四
四
件
で
あ
る
。

　

ま
ず
飲
食
器
類
が
二
一
件
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。
盃
や

向
付
は
五
客
か
ら
一
〇
客
一
組
で
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
、
共
箱
の
残
る
作

品
か
ら
わ
か
る
。
一
部
の
湯
呑
茶
碗
に
は
使
用
痕
が
あ
り
、
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
次
い
で
花
瓶
が
一
五
件
と
多
く
、
一
〇
㎝
程
度
の
小
型
か
ら
三
〇

㎝
程
度
の
中
型
の
も
の
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
香
炉
、
香
合
、
瓶
掛
は
二
点
ず
つ
あ
り
、

飾
皿
は
一
点
の
み
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
組
物
を
含
む
飲
食
器
類
、
茶
道
具
、
飾
皿
や
花
瓶
と
い
っ
た
実
用
・

鑑
賞
と
も
に
幅
広
い
器
種
の
陶
磁
器
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）
文
様

　

次
に
文
様
を
み
る
と
、
植
物
や
動
物
な
ど
を
表
し
た
作
は
一
八
件
で
あ
り
、
残
り

の
二
六
件
は
線
や
釉
の
み
の
装
飾
、
無
文
の
作
品
で
あ
っ
た
。
文
様
の
種
類
を
挙
げ

る
と
、
植
物
で
は
麦
、
唐
花
、
柘
榴
、
蓮
弁
、
梅
花
、
松
葉
、
笹
の
葉
、
桔
梗
、
動

物
で
は
小
鳥
、
鹿
、
竜
、
ほ
か
に
渦
文
や
人
物
文
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
植
物
文
で
は
、《
朧
黄
釉
麦
花
瓶
》【
図
2
】
は
茶
色
の
釉
を
掛
け
た
の
ち

に
麦
の
文
様
を
彫
り
、
そ
の
後
全
体
に
黄
釉
を
掛
け
て
い
る
。
文
様
化
さ
れ
た
麦
の

線
は
一
本
一
本
が
固
い
線
で
彫
り
表
さ
れ
、
静
的
な
印
象
を
受
け
る
。
麦
文
は
昭
和
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一
八
年
の
第
六
回
文
展
や
、
昭
和
二
八
年
の
第
九
回
の
日
展
出
品
作
に
も
同
様
の
文

様
が
み
ら
れ
、
何
度
も
好
ん
で
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。
動
物
文
で
は
、《
刻
鹿
紅
葉
飾

皿
》【
図
3
】
で
は
掻
き
落
と
し
に
よ
っ
て
鹿
文
が
表
さ
れ
て
い
る
。
鹿
は
簡
略
化
さ

れ
た
判
の
よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
で
表
さ
れ
、
草
原
の
よ
う
に
も
見
え
る
背
景
は
、
削

っ
た
跡
を
粗
く
残
し
て
表
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
、絵
付
け
に
よ
る
文
様
が
施
さ
れ
た
作
を
み
る
と
、《
笹
画
む
し
茶
碗
》【
図

4
】
で
は
笹
の
葉
が
緑
釉
の
釉
彩
で
小
さ
く
描
か
れ
、《
羽
子
板
香
合
》【
図
5
】
で

は
、
焼
き
付
け
て
い
な
い
鮮
や
か
な
彩
色
で
細
か
な
人
物
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

表
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
簡
略
化
さ
れ
、
少
な
い
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
三
代
良
斎
の
作
品
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
施

文
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
彫
り
と
絵
付
け
の
二
種
類
に
大
別
で
き
、
ほ
か
に
線
の
み

を
用
い
た
装
飾
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
色
絵
は
確
認
で
き
ず
、
一
作
品
中
の
色
数
が

少
な
く
文
様
自
体
も
な
い
作
が
多
い
こ
と
か
ら
、
器
形
自
体
や
釉
薬
の
色
の
魅
力
を

活
か
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
釉
薬

　

釉
薬
の
種
類
で
は
、
緑
釉
、
黒
釉
、
青
磁
、
白
磁
、
鉄
釉
、
瑠
璃
釉
、
辰
砂
釉
、
灰

釉
な
ど
が
み
ら
れ
、
鉄
釉
と
黄
釉
の
組
み
合
わ
せ
に
み
え
る
も
の
、
ま
た
、
朧
黄
釉

や
、
名
称
は
不
明
な
が
ら
紫
色
が
か
っ
た
茶
色
の
釉
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
か
っ
た
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
釉
な
ど
、
独
自
に
調
合
し
て
用
い
た
と
み
ら
れ
る
釉
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
緑
釉
は
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
で
七
件
と
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
緑

釉
と
い
っ
て
も
織
部
焼
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
光
沢
の
あ
る
銅
緑
釉
と
は
異
な
り
、
厚

み
や
艶
が
な
く
素
地
の
ざ
ら
つ
い
た
質
感
が
そ
の
ま
ま
残
る
。
色
調
は
明
る
い
も
の

か
ら
暗
い
も
の
ま
で
幅
が
あ
り
、《
釉
彩
花
瓶
》【
図
6
】
で
は
そ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
活
か
し
て
装
飾
し
て
い
る
。
同
様
の
質
感
で
言
え
ば
、《
刻
鹿
紅
葉
飾
皿
》【
図

3
】
に
も
マ
ッ
ト
な
暗
い
茶
色
の
釉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

青
磁
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
四
点
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
《
青
磁
中
蕪
花
瓶
》

【
図
7
】
は
灰
色
が
か
っ
た
黄
味
の
少
な
い
発
色
で
、
高
麗
青
磁
を
意
識
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、《
青
磁
耳
付
香
炉
》【
図
8
】
は
明
る
い
青
緑
色
の
い
わ
ゆ
る
砧
青
磁
の
発

色
に
近
い
も
の
で
あ
る
な
ど
、
釉
と
素
地
の
使
い
分
け
が
み
ら
れ
る
。

　

結
晶
釉
は
三
件
あ
り
、ど
れ
も
異
な
る
表
情
を
み
せ
る
。《
結
晶
釉
耳
付
花
瓶
》【
図

9
】
は
、
黒
釉
で
覆
わ
れ
た
中
に
、
耳
の
周
辺
と
上
部
に
は
釉
の
表
面
に
白
い
結
晶

が
浮
か
び
、
幻
想
的
な
景
色
を
作
り
出
し
て
い
る
。
結
晶
釉
は
微
妙
な
色
調
を
狙
っ

た
も
の
が
多
く
、
一
見
す
る
と
華
や
か
さ
は
少
な
い
。
し
か
し
、
光
に
か
ざ
し
た
と

き
の
微
妙
な
釉
薬
の
色
調
の
変
化
や
輝
き
に
、
釉
薬
の
研
究
を
重
ね
て
得
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
、
技
術
の
高
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

釉
の
掛
け
方
に
注
目
す
る
と
、《
辰
砂
花
弁
形
向
付
》【
図
10
】
や
《
巻
物
珍
味
入
》

で
は
流
れ
を
装
飾
的
に
用
い
て
い
る
。
ま
た
《
伊
賀
意
高
坏
》【
図
11
】
の
よ
う
に
、

茶
道
具
の
産
地
の
作
風
を
写
し
た
質
感
の
、
土
や
釉
を
用
い
る
作
も
あ
っ
た
。

　

松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
か
ら
は
、
三
代
良
斎
が
多
く
の
種
類
の
釉
を
使
い
分

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
緑
釉
や
数
種
類
の
結
晶
釉
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
新
た
な
色
彩
や
質
感
の
釉
に
挑
戦
し
て
お
り
、
特
に
緑
釉
に
つ
い
て
は
複
数
の
作

品
に
共
通
し
て
み
ら
れ
、
自
身
の
作
風
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
4
）
器
形

　

ま
ず
、
花
や
葉
、
文
様
の
形
そ
の
も
の
を
象
っ
た
器
形
の
飲
食
器
類
で
は
《
辰
砂

花
弁
形
向
付
》【
図
10
】、《
青
磁
桔
梗
香
合
》、《
笹
の
葉
向
付
》、《
結
び
皿
》《
巻
物

珍
味
入
》
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
香
合
を
除
き
、
い
ず
れ
も
同
形
の
も
の
が
複
数
点
一

組
で
伝
わ
り
、
型
な
ど
を
用
い
て
成
形
さ
れ
、
同
種
の
作
が
多
く
作
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

花
瓶
に
つ
い
て
は
、
中
蕪
【
図
7
】
や
鶴
首
の
よ
う
に
、
南
宋
か
ら
元
時
代
の
青

磁
な
ど
に
み
ら
れ
る
伝
統
的
な
器
形
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
三
代
良
斎
が
考
案
し
た
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と
考
え
ら
れ
る
器
形
も
含
ま
れ
る
。
特
に
注
目
で
き
る
の
は《
結
晶
釉
耳
付
花
瓶
》【
図

9
】
で
、
左
右
に
張
り
出
し
た
三
角
形
の
耳
が
特
徴
的
で
あ
る
。
球
状
の
胴
と
三
角

の
耳
と
い
う
立
体
図
形
の
組
み
合
わ
せ
が
、
な
め
ら
か
な
曲
線
を
描
き
な
が
ら
融
合

し
て
お
り
、
無
文
の
単
色
釉
の
た
め
形
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
昭
和
四

〇
年
の
第
八
回
日
展
出
品
作
の
《
麓
雪
花
瓶
》（
当
館
寄
託
）
と
類
似
し
、
こ
の
頃
に

独
自
の
器
形
を
模
索
し
て
作
ら
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ほ
か
に
、《
青
磁
耳
付
香
炉
》【
図
8
】
は
、
基
本
は
鼎
形
の
香
炉
で
あ
る
が
、
三

本
足
で
は
な
く
高
さ
の
あ
る
高
台
が
付
き
、
そ
こ
に
縦
の
穴
が
二
本
空
け
ら
れ
、
器

形
に
新
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、《
緑
釉
耳
付
花
瓶
》
は
下
半
分
に
緑
釉
の
刷
毛

目
が
施
さ
れ
た
鶴
首
形
の
花
瓶
で
あ
る
が
、
肩
部
の
左
右
に
小
さ
な
環
状
の
耳
が
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
型
を
用
い
て
多
く
作
ら
れ
た
作
、
伝
統
的
な
器
形
が
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
伝
統
的
な
器
形
に
少
し
変
化
を
加
え
た
も
の
、
三
代
良

斎
が
考
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る
表
現
も
み
ら
れ
た
。

三　

松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
傾
向
と
三
代
良
斎
の
特
徴

　

確
認
し
た
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
器
種
に
つ
い
て
は
飲
食
器
類
を
含
む
実
用
陶
磁

器
、
そ
し
て
花
瓶
が
多
く
、
文
様
で
は
彫
り
文
と
絵
付
け
に
よ
る
簡
略
化
さ
れ
た
文

様
あ
る
い
は
無
文
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
釉
薬
は
、
様
々
な
種
類
を
使
い
分
け
な
が

ら
も
、
緑
釉
の
使
用
が
多
く
み
ら
れ
、
三
代
良
斎
が
作
り
だ
し
て
用
い
た
と
考
え
ら

れ
る
釉
の
使
用
も
み
ら
れ
た
。
器
形
は
、
伝
統
を
踏
襲
す
る
形
と
と
も
に
、
一
部
に

そ
こ
か
ら
離
れ
、
自
身
で
考
案
し
た
新
し
い
形
を
作
る
意
識
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
考
え
ら
れ
る
三
代
良
斎
の
陶
磁
器
の
特
徴
と
し
て
は
、
飲

食
器
、
花
瓶
と
い
っ
た
身
の
回
り
の
陶
磁
器
を
手
掛
け
、
伝
統
的
な
釉
や
器
形
を
再

現
し
な
が
ら
も
、
釉
薬
や
器
形
の
一
部
に
、
自
身
特
有
の
作
風
と
技
法
を
確
立
さ
せ

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
装
飾
は
釉
や
彫
り
を
用
い
て
控
え
目
に
施
し
、文

様
は
簡
略
化
し
た
も
の
を
好
ん
で
用
い
、
釉
や
色
調
、
形
そ
の
も
の
を
生
か
す
造
形

を
主
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

横
浜
に
お
け
る
作
陶
の
実
体
は
、
同
じ
く
横
浜
で
作
陶
を
行
っ
た
宮
川
香
山
の
眞

葛󠄀
焼
を
は
じ
め
と
し
て
、
海
外
か
ら
里
帰
り
し
た
輸
出
陶
磁
器
に
よ
っ
て
徐
々
に
知

ら
れ
、
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
そ
の
研
究
の
途
上
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
松
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
三
代
良
斎
の
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
紹
介
で
き
た
作
品
は
一
部
で
は
あ
る
が
、
作
風
と
傾
向
を

い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
範
囲
を
広

げ
、
近
現
代
の
横
浜
、
関
東
で
の
陶
芸
史
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
、

三
代
良
斎
の
位
置
づ
け
を
行
え
る
よ
う
今
後
も
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註（
1
）『
神
奈
川
縣
ニ
於
ケ
ル
陶
磁
器
及
漆
器
業
』（
神
奈
川
県
内
務
部
、
大
正
五
年
、
三
頁
）
の
年

産
額
の
記
載
に
は
、
宮
川
香
山
氏
が
一
〇
万
円
内
外
、
井
上
良
太
郎
氏
は
三
万
円
以
上
と
あ

る
。『
横
浜
市
史
稿 

産
業
編
』（
横
浜
市
、
昭
和
七
年
、
六
三
〇
頁
）
の
従
業
員
数
の
記
載
に

は
、
宮
川
香
山
製
陶
所
は
二
三
、
井
上
良
斎
製
陶
所
は
九
と
あ
る
。

（
2
）
井
上
眞
理
、
川
井
興
一
『
井
上
良
斎
伝 

草
創
期
の
陶
芸
家 

祖
父
へ
の
思
い
』
令
和
五
年
、
三

九
、
四
〇
頁

（
3
）『
明
治
･
大
正 

ハ
マ
の
街 

新
市
庁
舎
建
設
地
･
洲
干
島
遺
跡
』
横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
令
和

二
年
、
三
九
頁
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No. 【図】 資料名称 点数 法量（㎝）
［MD：口径、D：胴径、H：高、BD：底径、W：幅］ 備考 資料番号

1 図6 釉彩花瓶 1 MD6.7、D22.4、H24.6、BD9.5 箱書：蓋表「釉彩花瓶（「日本芸術院会員」黒長方印）良斎作
（「良斎」朱文方印）」 CV0000730

2 鶴首花瓶 1 MD2.5、D8.0、H19.3、BD3.6 箱書：蓋表「鶴首花瓶」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000731
3 釉彩花瓶 1 MD7.2、D11.5、H21.2、BD6.0 箱書：蓋表「鶴首花瓶」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000732
4 釉彩花瓶 1 MD7.3、D11.0、H21.6、BD5.5 箱書：蓋表「釉彩花瓶 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000733
5 鶴首飛翔花瓶 1 MD6.9、D13.5、H24.5、BD6.6 箱書：蓋表「鶴首飛翔花瓶 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000734
6 千條文花瓶 1 MD5.3、D11.6、H20.0、BD7.2 箱書：蓋表「千條文花瓶」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000735

7 青磁花瓶 1 MD4.3、D18.6、H18.6、BD9.7 箱書：蓋表「青磁花瓶（「日本芸術院会員」黒長方印）良斎作
（「良斎」朱文方印）」 CV0000736

8 黒釉花瓶 1 MD10.5、D12.0、H22.6、BD6.9 箱不一致か。（箱書：蓋表「青磁方花瓶」　蓋裏「良斎作（「良
斎」朱文方印）」） CV0000737

9 図7 青磁中蕪花瓶 1 MD16.5、D18.6、H30.2、BD11.0 箱書：蓋表「青磁中蕪花瓶 良斎作（「良斎」朱文方印）」
箱側面「昭和十八年十一月十一日横濱市土木局庶務課一同」 CV0000738

10 結晶釉中蕪花瓶 1 MD12.0、D12.6、H23.1、BD7.5 箱書：蓋表「結晶釉中蕪花瓶」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方
印）」 CV0000739

11 図2 朧黄釉麦花瓶 1 MD11.0、D27.0、H35.5、BD11.0 箱書：蓋表「朧黄釉麦花瓶」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000740

12 図9 結晶釉耳付花瓶 1 MD7.8、D21.5、H20.2、BD8.0 箱書：蓋表「結晶釉耳付花瓶（「日本芸術院会員」黒長方印）良
斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000741

13 緑釉耳付花瓶 1 MD3.2、D11.0、H23.4、BD5.0 箱書：蓋表「緑釉耳付花瓶 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000742

14 千段文耳付花瓶 1 MD9.0、D10.9、H23.8、BD7.7
箱不一致か。

（箱書：蓋表「葆光磁耳付花鳥彫花瓶」蓋裏「良斎作（「良斎」
朱文方印）」）

CV0000743

15 彫唐華文瓶掛 1 MD32.4、H22.1、BD22.5 箱書：蓋表「彫唐華文瓶掛 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000744
16 天目結晶釉瓶掛 1 MD33.3、H21.2、BD28.5 箱書：蓋表「天目結晶釉瓶掛 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000745

17 柘榴文盞 5 MD5.5、H3.6、BD2.7 箱書：蓋表「柘榴文盞 五客」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方
印）」 CV0000746

18 糸目盞 5 MD5.6、H3.5、BD2.7 箱書：蓋表「糸目盞 五客」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000747
19 図11 伊賀意高杯 1 MD24.8、H9.5、BD10.2 箱書：蓋表「伊賀意高杯」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000748
20 刻花文洋盃 6 MD5.2、H6.0、BD3.0 箱書：蓋表「洋杯」　蓋裏「刻花文 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000749

21 酒器一式 18

徳利[MD5.5、D6.6、H13.6、BD5.6] 内訳：徳利×2

CV0000750

猪口（彫蓮弁文）[MD3.6、H4.0、BD5.6] 猪口（彫蓮弁文）×10
猪口（渦文）[MD5.6、H3.3、BD2.5] 猪口（渦文）×2
猪口（文字文）[MD5.6、H3.4、BD2.4] 猪口（文字文）×1
猪口（花文）[MD5.7、H3.0、BD2.7] 猪口（花文）×2
猪口（割高台）[MD4.9、H3.5、BD2.7] 猪口（割高台）×1

22 徳利形重皿 6 MD3.7、D10.2、H16.5、BD5.7 一つの徳利が四段の重ね皿に分かれる。各々に徳利の栓付属。 CV0000751
23 梅花彫鉢 1 MD24.8、H9.2、BD10.0 箱書：蓋表「梅花彫鉢」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000752
24 鉢（大） 1 MD25.5、H9.6、BD12.4 CV0000753
25 鉢（中） 1 MD19.4、H7.2、BD9.7 CV0000754

26 巻物珍味入 10 MD10.0、D4.8、H3.0、BD3.8 箱書：蓋表「巻物珍味入 拾客」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方
印）」 CV0000755

27 図10 辰砂花弁形向付 5 MD12.5、H7.0、BD4.8 箱書：蓋表「辰砂花弁形向付 五客」　蓋裏「良斎作（「良斎」朱
文方印）」 CV0000756

28 図3 刻鹿紅葉飾皿 1 MD33.9、H5.8、BD20.8 箱書：蓋表「飾皿」　蓋裏「刻鹿紅葉 良斎作（「良斎」朱文方
印）」 CV0000757

29 向付 6 MD17.8、H4.2、BD7.7 CV0000758
30 結び皿 5 MD19.0×12.0、H2.0 CV0000759
31 御本手湯呑茶碗 5 MD10.3、H5.0、BD3.9 CV0000760
32 御本手向付 5 MD10.7、D10.9、H3.9、BD5.3 CV0000761
33 御本手湯呑茶碗 5 MD10.4、H5.1、BD4.0 CV0000762
34 湯呑茶碗 3 MD10.4、H5.4、BD4.0 CV0000763
35 小皿 8 MD6.7、D7.1、H3.0、BD4.0 CV0000764

36 図4 笹画むし茶碗 6 身[MD9.2、D7.5、BD4.2]
蓋[MD5.2、D2.6、BD4.2]

蓋と身それぞれ箱あり。箱書：蓋表（身）「笹画むし茶碗 六客 
良斎作（「良斎」朱文方印）」、蓋表（蓋）「笹画むし茶碗蓋 六客 
良斎作（「良斎」朱文方印）」

CV0000765

37 御本手向付 5 MD10.8、D11.0、H3.7、BD5.3 箱書：蓋表「御本手向付 五客」蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方
印）」 CV0000766

38 笹の葉向付 5 MD17.0×9.4、H4.7、BD10.0×6.0 箱書：蓋表「笹之葉向付 五客」蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方
印）」 CV0000767

39 図8 青磁耳付香炉 1 MD8.0、D8.3、H9.2、BD5.8 箱書：蓋表「青磁耳付香炉」蓋裏「良斎作（「良斎」朱文方印）」
木製火屋付属 CV0000768

40 宝珠香炉 1 MD6.2、D9.9、H7.0、BD4.5 箱書：蓋表「宝珠香炉 良斎作（「良斎」朱文方印）」　木製火屋
付属 CV0000769

41 青磁桔梗香合 1 W5.3、H3.0 箱書：蓋表「青磁桔梗香合 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000770

42 白磁竜香合 1 MD5.9、H3.0、BD3.0 箱書：蓋表「白磁竜香合」　蓋裏「良斎作（「井上良斎」朱文方
印）」 CV0000771

43 図5 羽子板香合 1 身[W19.7×8.0、H1.8]
蓋[W16.7×6.2、H1.2] 箱書：蓋表「羽子板香合 良斎作（「良斎」朱文方印）」 CV0000772

44 花瓶 1 MD3.2、D7.8、H12.1、BD3.6 CV0000773

表　松本コレクション 井上良斎陶磁器資料　一覧




